
　

春
日
井
市
で
は
第
４
期
拡
張
事
業
ま
で

は
水
源
を
地
下
水
に
求
め
て
き
ま
し
た
が
、

急
速
な
人
口
増
加
が
見
込
ま
れ
、地
下
水

に
よ
る
自
己
水
源
だ
け
で
は
十
分
な
供
給

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し

た
。そ
こ
で
、市
と
し
て
は
初
め
て
自
己
水

源
で
は
な
い
愛
知
県
営
水
道
か
ら
水
の
供

給
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　　

国
内
の
多
く
の
主
要
河
川
に
は
、上
流

域
に
治
水
と
利
水
を
目
的
と
し
た
ダ
ム
が

建
設
さ
れ
、利
水
目
的
に
は
、一
般
的
に
発

電
や
農
業
用
水
、工
業
用
水
と
並
ん
で
上

水
道
用
水
が
あ
り
ま
す
。

　

愛
知
県
で
は
、昭
和
30
年
代
に
す
で
に
水

道
普
及
率
の
向
上
、人
口
増
加
に
伴
う
水

道
の
需
要
量
の
大
幅
な
増
加
に
対
し
、不

足
を
補
う
た
め
、県
外
に
水
源
を
求
め
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
水
源
と
し
て
ダ
ム

利
水
を
利
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、こ

の
水
源
開
発
に
は
多
額
の
資
金
と
長
い
年

月
を
要
す
る
た
め
、市
町
村
に
代
わ
っ
て
県

が
水
源
を
確
保
し
、市
町
村
に
水
道
用
水

を
供
給
す
る
こ
と
に
な
り
、愛
知
県
営
水

道
事
業
が
発
足
し
ま
し
た
。昭
和
37
年
１

月
に
は
、牧
尾
ダ
ム
を
水
源
と
す
る
愛
知

用
水
か
ら
給
水
を
開
始
し
、水
路
沿
い
の
13

市
町
村
へ
の
給
水
を
始
め
ま
し
た
。

　

現
在
は
県
内
の
ほ
ぼ
全
域
の
29
市
13
町

等
を
カ
バ
ー
す
る
ま
で
に
な
っ
て
お
り（
名

古
屋
市
と
一
部
周
辺
、三
河
山
間
地
域
の
一

部
を
除
く
）、給
水
量
は
、当
初
は
１
日
平

均
約
２
万
立
方
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
の
が
、平

成
17
年
度
は
約
１
１
６
万
立
方
メ
ー
ト
ル

ま
で
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

給
水
を
受
け
て
い
る
市
町
全
体
で
は
水
量

の
約
70
％
を
県
営
水
道
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

　

愛
知
県
営
水
道
の
水
源
に
は
、木
曽
川

水
系（
尾
張
地
域
）、矢
作
川
水
系（
西
三

河
地
域
）、豊
川
水
系（
東
三
河
地
域
）の

三
つ
が
あ
り
、本
市
は
木
曽
川
水
系
か
ら
の

水
を
受
け
て
い
ま
す
。木
曽
川
水
系
は
、岩

屋
ダ
ム（
岐
阜
県
下
呂
市
）を
水
源
と
す
る

木
曽
川
総
合
用
水（
尾
張
水
道
用
水
）と
、

牧
尾
ダ
ム（
長
野
県
木
曽
町
）・
阿
木
川
ダ

ム（
岐
阜
県
恵
那
市
）・
味
噌
川
ダ
ム（
長

野
県
木
祖
村
）の
三
つ
の
ダ
ム
を
水
源
と
す

る
愛
知
用
水
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

春
日
井
市
の
水
道
事
業
で
は
、第
５
期

拡
張
事
業
に
お
い
て
、桃
山
町
に
県
水
受

水
ポ
ン
プ
場
を
整
備
し
て
、岩
屋
ダ
ム
を
水

源
と
す
る
木
曽
川
総
合
用
水
の
水
を
受
水

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。ま
た
、高
蔵
寺

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
は
、牧
尾
・
阿
木
川
・

味
噌
川
ダ
ム
を
水
源
と
す
る
愛
知
用
水
か

ら
水
を
受
水
し
て
お
り
、合
計
は
全
給
水

量
の
約
80
％
に
な
り
ま
す
。

自
己
水
源
の
限
界

愛
知
県
営
水
道

木
曽
川
総
合
用
水
と

愛
知
用
水

井戸水からダム水源へ
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市
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業
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の
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ゆ
み
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